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研究要旨：2014-2017 年に診断された自己免疫性肝炎（AIH）の全国調査を実施した。

54 施設から合計 883 例が登録され、診断時平均年齢は 60.1 歳で男女比は 1：5.0 で女

性に多かった。本邦の診断指針では典型例 78.8%、非典型例 21.1％で、国際診断基準

改訂版・簡易版での疑診以上はそれぞれ 92.3％、76.4％であった。また、重症度は軽

症 37.3％、中等症 44.1％、重症 17.9％だった。肝病理組織所見は 777 例中、慢性肝

炎 536 例（69.0％）、急性肝炎 164 例（21.1%）、肝硬変 63例（8.1%）であった。治療

内容は、ステロイド治療は 724 例（82.0%）で実施され、初期導入量の中央値は 40㎎

/日、97.6%で効果を認め 22.8％で再燃を認めた。前回調査（2009-2013 年発症 AIH）

に比べ女性の頻度が低下し、急性肝炎が 11.7％から 21.1％へと増加しており急性肝

炎期 AIH の概念の浸透していることが推察された。また、AIH 患者の QOL に影響する

サルコペニアと骨粗鬆症に着目し、実態調査を実施中である。 
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Ａ．研究目的 
（全国調査）：2014 年以降の本邦における
AIH の臨床的特徴と治療状況を明らかとし、
今後の AIH 診療に活用すること。 

（生活の質の調査）： AIH患者における骨

粗鬆症、サルコペニアのそれぞれの頻度や

AIHの病態や治療を含めた患者背景との関わ

りについて明らかとし、今後のAIH診療、QOL

向上に活用することである。 

 
Ｂ．研究方法 
自己免疫性肝炎患者を対象として以下の2つ
の調査を実施する。 
 
（全国調査） 

全国の肝疾患専門施設への調査票（以下）の

配布・回収後にデータ処理および解析を行う。 

調査票の内容 
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性別、生年月日、身長、体重、家族歴、既

往歴、生活歴、服薬・飲酒歴、AIH スコア（改

訂版、簡易版）、臨床検査所見（診断時およ

び最終観察時のトランスアミナーゼ、自己

抗体、血清中免疫グロブリン値、プロトロ

ンビン時間、肝組織病理）、発症様式、臨床

徴候（肝性脳症、肝濁音界の縮小・消失）、

画像検査所見（肝サイズ縮小、肝実質の不

均一化）、合併症、治療薬剤（ステロイドホ

ルモン剤、ウルソデオキシコール酸、アザ

チオプリン）、治療経過、肝発癌の有無、転

帰 

（生活の質調査） 
共同研究分担施設への調査票（以下）の配

布・回収後にデータ処理および解析を行う。 

調査票の内容 

性別、生年月日、身長、体重、家族歴、既

往歴、生活歴、服薬・飲酒歴、AIH スコア（改

訂版、簡易版）、臨床検査所見（トランスア

ミナーゼ、自己抗体、血清中免疫グロブリン

値、プロトロンビン時間、骨密度、肝組織病

理）、発症様式、臨床徴候（肝性脳症、肝濁

音界の縮小・消失）、握力、筋肉量、画像検

査所見（肝サイズ縮小、肝実質の不均一化）、

治療薬剤（ステロイドホルモン剤、ウルソデ

オキシコール酸、アザチオプリン）、治療期

間、肝発癌の有無、転帰、骨粗鬆症の有無お

よび治療内容、サルコペニアの有無、その他

の合併症、生活の質（QOL）アンケート

（Chronic Liver Disease Questionnaire 

(CLDQ)）  

 ・サルコペニアは握力測定とCTまたは体

組成計で評価する。 

（倫理面への配慮） 

 本研究については福島県立医科大学倫理

委員会の承認を受けている。 

全国調査 （福島医大倫理委員会 整理番号 

一般 29182） 

生活の質の調査 （福島医大倫理委員会 整

理番号 一般 29187） 

 

以下、全国調査に関して記載する。 

Ｃ．研究結果 

診断時平均年齢は 60.1 歳で男女比は 1：5.0

で女性に多く、60 代が最も高頻度であった。

診断時の血液検査成績（平均値）は AST412U/L、

ALT469U/L、ALP520U/L、TB5.2mg/dl、IgG 

2262mg/dl であった。本邦の診断指針では典

型例 78.8%、非典型例 21.1％で、国際診断基

準改訂版・簡易版での疑診以上はそれぞれ

92.3％、76.4％であった。また、重症度は軽

症 37.3％、中等症 44.1％、重症 17.9％だっ

た。肝病理組織所見は 777 例中、慢性肝炎 536

例（69.0％）、急性肝炎 164 例（21.1%）、肝

硬変 63 例（8.1%）であった。治療内容は、

ステロイド治療は 724 例（82.0%）で実施さ

れ、初期導入量の中央値は 40 ㎎/日、97.6%

で効果を認め 22.8％で再燃を認めた。また、

ステロイドパルス治療は 132 例（14.9％）で

実施されていた。ステロイド以外の治療薬で

はウルソデオキシコール酸（UDCA）が 559 例

（63.3%）、アザチオプリンが 90 例（10.2％）

で投与されていた。ステロイド治療のない

130 例では UDCA が 106 例（81.5％）で投与さ

れていた。自己免疫性疾患の合併は 212 例

（24.0％）で、 

主な疾患は慢性甲状腺炎 72 例（8.5%）、シ

ェーグレン症候群 53 例（6.0％）、関節リウ

マチ 24 例（2.7%）であった。一方、悪性疾

患の合併（既往も含む）は 86 例（9.7％）で、

胃癌 14 例（1.6％）大腸癌 13 例（1.5％）乳

癌 12 例（1.4%）の順で多かった。 

 

Ｄ．考察 

前回調査（2009-2013 年発症 AIH 調査）と

比べ女性の頻度が低下し、急性肝炎が 11.7％

から 21.1％へと増加していた。急性肝炎 AIH

の増加を反映して診断時の肝酵素及びステ

ロイド開始量も前回調査と比べ上昇してい
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た。最近では急性肝炎期 AIH の概念が浸透し

ていると考えられた。また、急性肝炎期 AIH

の増加を反映し、肝酵素およびステロイド初

期治療量が前回調査と比べ上昇していた。 

 

Ｅ．結論 

本邦における AIH の病像や治療内容が 2014

年以降大きく変化してきていることが明ら

かとなった。 
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